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「 楽しい店をひらくために 」 

校長  板垣 英樹 

 

 明日は毎年恒例の児童会祭りを開催します。３年生以上の各学級が出店を企画・運営し，全校児

童がその店を回って楽しむものです。１・２年生も看板を作成し，祭りを盛り上げてくれています。    

児童会祭りのねらいは「主体性を育む」ことと「学級の結束を固める」ことととらえています。

明日の本番に向け，３年生以上の各学級では，全校のみんなに楽しんでもらうために，どんな店に

しようかと，アイデアを出し合い，準備を進めてきました。担任は子どもたちの思いを尊重し，可

能な限り実現に向けて支援してきました。 

「こんなお店を出したい」「そのためには○○が必要だ」「いつまでに□□をしなくてはいけない」

などは子どもたちが企画・運営を進める上で乗り越えなければならないハードルです。担任の支援

もあるでしょうが，子どもたちが自らの力でイベントをやり遂げる，すなわち「主体的に取り組む

力」につながっていることと感じています。 

さらに成功させるためには個人の思いだけでは成り立ちませんし，個人の能力だけでも不可能で

す。そこで試されるのが学級の力となります。スタートの「出したいお店」を決める段階から意見

は分かれます。そこで話し合いをし，仕事分担し，協力することで，ゴールに向かって一つのもの

を創り上げていきます。この過程こそが，学級力を高めることにつながっていると感じています。 

１１月の全校朝会では，児童会まつりに向けて，学級がチームになってがんばってほしいという

メッセージを送りました。チームには目指す目標があります。児童会まつりでいえば「全校のみん

なに楽しんでもらう」です。「みんなのために，誰かのために」というのはボランティア精神そのも

のです。この活動をとおして，子どもたちに「ボランティア」の気持ちも高まったのではないかと

期待しています。 

こうして，主体性と学級力を発揮して明日を迎える子どもたちの姿を見て，素敵なお祭りになる

だろうと，私も胸がワクワクしています。次号でその様子をお伝えします。すでに聞いているかも

しれませんが，お子さんからお祭り当日までの苦労や成功談などを聞いてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより松野尾 

           №９ 

   令和５年１１月３０日 

発行 新潟市立松野尾小学校 
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  けいさつかんの方から仕事についてのお話を

聞きました。悪いことをした人をつかまえる時，

「こわいと思うこともあるけれど，みんなの安全を

守ろうという思いが勝つから，がんばっている。」

と聞きました。地いきの安全のためにけいさつか

んはがんばってくれていることを学びました。 

 ３年 大川原 心（おおかわら こころ） 

 西蒲警察署へ行き，警察署の働きや警察の仕事について学習してきました。装備品やパ

トカーを見せてもらったり，警察官としての思いをお聞きしたりしました。本物に触れ，

直接お話を伺うことで，まちの安全を守る警察の仕事について，理解を深めました。 

  けいさつしょに行っておどろいたことは，け

いさつかんは事けんがかい決しないとねら

れないことがあるということです。また，新が

た県には，４２００人もけいさつかんがいて，

たくさんの人がまちを守ってくれていることを

学びました。        

３年 木村 紫希（きむら しの） 



3 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大河津分水見学で学んだことは，大河津分水

路は約 10㎞あって信濃川の水を日本海に流す

役割をしているということです。できてから 100

年たったのに今も川はばを広げる工事をしている

ところがあってびっくりしました。 

 ４年 山賀 脩平（やまが しゅうへい） 

 信濃川大河津資料館に行き，水害に悩まされていた人々の手によって，どのような治水

工事が行われてきたのかを見学しました。膨大な資料や展示品，詳しい解説により，当時

の様子や現在の施設・設備がよく分かり，自分たちが安心して暮らせる現在の生活につな

がっていることを実感することができました。 

 今の新潟はお米がおいしいところだけど，昔は

３，４年に１度こう水が起きて田畑が水びたしに

なり，鳥もまたぐくらいおいしくないお米だったそ

うです。そのこう水を防ぐために大河津分水がつ

くられたことが分かりました。 

 ４年 神山 紫音（かみやま しおん） 
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１２月の行事予定 

１（金） 

 

５（火） 

７（水） 

１２（火） 

１３（水） 

全校朝会 児童会まつり 

諸校費振替日 

委員会 

市小研 4 時間授業 下校：13:15 

生活アンケート クラブ（最終） 

学期末４時間授業 下校：13:15 

１４（木） 

１８（月） 

１９（火） 

２１（木） 

 

２２（金） 

２５（月） 

中学校区３小学校交流会 

学期末５時間授業 下校：14:25 

学期末４時間授業 下校：13:15 

学期末４時間授業 給食最終 

         下校：13:15 

2 学期終業式 下校 11:25 

冬季休業（１／９まで） 
 

ぼくは，えだまめをそだてている絵をかきました。お父さんが，「すごいね。」と言

ってくれたので，うれしかったです。また，３年生の木とくぎの工作は，神社が本物

みたいで，じょうずでした。ぼくも来年は，本物みたいな工作を作りたいです。 

２年 中野 木伯（なかの むく） 

みんなの作品がこせいてきでした。とくに，６年生の茶わんがすてきでした。茶わ

んの形が，真っ直ぐなものもあれば，波のような形のものもあり，不思ぎだなと思い

ました。他に，１年生の絵もすてきでした。乗ってみたいものにりゅうがかかれてい

て，わたしも乗ってみたいと思いました。 

３年 山下 凜々加（やました りりか） 

わたしは，自然体験教室のキャンドルファイヤーの絵をかきました。夜に活動して

いることが伝わるように，影の部分を暗くしたり，背景の色をこくぬったりしました。

友達の作品を見て，色のぬり方や人のかき方が参考になったので，これからの作品づ

くりに生かしていきたいです。         ５年 石田 杏梨（いしだ あんり） 


